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乳幼児のこころと子育て―　すこやかな成長・発達のために　―

	お勧め文
	近年「赤ちゃん学会」が発足し、更に「胎児学」という学問も長足の進歩をとげつつある。これらは人間理解のひとつの方法として、胎児、新生児、そして乳幼児についてもっと学ぼうという新しい動きとしてみることができよう。他方、保育園・幼稚園などで、お友だちとうまく遊べない子、集団行動に入れない子、乱暴をする子、おちつきがない子たちがふえている。また育児の場面では、育児不安が強い親や、子どもを虐待してしまいそうで怖いと訴える親がふえている。それに伴ない保育や心理臨床の場では、子育て支援の必要性や支援のあり方が問われている。

　そこで本講座では、まず乳幼児のこころの発達について理解を深め、次に最近の日本の状況を踏まえた乳幼児の生活環境について、また家族支援のあり方について考えてみる。そして子育て支援の実際についても考えてみたい。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　小倉　清　【クリニックおぐら院長】

	開催日・定員・受講料
	木曜日／定員４５名／受講料８，０００円

	講師・内容


	第１回　２００９年６月１８日　乳幼児のこころの発達
　　　小倉　清　　：　クリニックおぐら院長

　　　　　主な著著

　　　　　「子供の精神療法」（編）岩崎学術出版社

　　　　　「初回面接」（共著）星和書店

　　　　　「子どものこころ」慶應義塾大学出版会
第２回　２００９年６月２５日　　家族支援のあり方
　　　平木　典子　：　東京福祉大学大学院教授
　　　　　主な著著

          「新版カウンセリングの話」朝日新聞社

          「図解　自分の気持ちをきちんと〈伝える〉技術」PHP研究所

          「家族の心理」サイエンス社

第３回　２００９年７月　２日　　乳幼児の生活環境と臨床保育
　　　土谷　みち子：　関東学院大学人間環境学部教授
　　　　　主な著著

「｢気になる｣からはじめる臨床保育-保育学からの親子支援」（共編著）

フレーベル館

「保育カウンセリング」（共著）大学図書出版

「家族援助論」（単著）青踏社　　

　　　　　

第４回　２００９年７月　９日　　子育て支援の実際

　　　川畑　友二　：　クリニック川畑院長

　　　　　主な著著

          「治療者のあり方をめぐって」チーム医療

          「不登校の理解：事例から学ぶ」安田生命社会事業団

          「発達障害を考える」（思春期青年期精神医学）岩崎学術出版社



